








冠状動脈瘤の予後は川崎病罹患児を治療,管理する上で重要な問題である。1973 年に我々

は川崎病の冠状動脈瘤が 1～2 年の経過で造影上正常化し,regress することを初めて報告

した 1)。その後の Follow-up study で急性期にみられた冠状動脈瘤の約6割がそのような

変化をすることが証明され,川崎病血管炎の 1つの特徴ともいえる。また regression の病

理学的機序として内膜の肥厚と血管内皮細胞の再生がみられることも報告された。2)3) 

さて,臨床上このように regress した冠状動脈瘤が長期的にどのような経過をたどるかは

まだ不明の点が多い。この点に関して我々の長期 Follow-up の経過を報告する。 

対象は急性期直後に確認された冠状動脈瘤が regression し 5 年以上経過した 31症例中現

在も当科外来を受診中の 15 例(男児 12例,女児 3例)である。経過年数は最高 12年 6 ヵ月,

最低 5年 1ヵ月,平均 8年 8ヵ月である。今回はこの 15 例に問診,胸部レ線撮影,心電図お

よび断層心エコー図検査を行い・10 例に血清脂質を測定した。 


